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当財団は、｢救急現場に居合わせた時の救命処置｣の重

このたび、救急フェスタin京都において初めて開催致

いのちと向き合う良い機会になるとともに、同世代を

く機会になればと考えております。

○内容（変更になる場合がございます）

・1 チーム(3 人 1 組)で役割分担をし、倒れて

心肺蘇生法の一連の処置を行っていただきま

○表彰

・小学生、中学生、高校生の３部門で審査のう

○応募条件

・京都市内の小学校、中学校、高等学校に在学

・3人1組(1チーム)でご応募ください。（一校

・応募チーム多数の場合は抽選とさせていただ

○応募締切

・12月6日(金)

○応募方法

・申込み用紙（ＨＰからダウンロードできます）

にてご応募ください。

・お問い合わせ：ＴＥＬ06-6375-3202（平日1
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救急フェスタin京都 概要

日本では年間に約6.5万人、1日約180人の方が心臓突然死で亡くなっています。当財団は、｢救急現

場に居合わせた時の救命処置｣の重要性を広く啓発し、心肺蘇生法等の知識・技能や方法を習得してい

ただく活動を通して「安全で安心できる社会」の実現に少しでも寄与できればとの思いで救急フェアを

開催しています。平成22年度から開催しておりＪＲの駅のべ31箇所で実施し、救命処置の体験者は

約2,100人に上っています。また、最近は学校内にもＡＥＤが整備され、授業の一環として普通救命

講習等を取り入れる学校が増加しています。今回救急フェスタin京都において初めて開催致します

「いのちのリレー大会」が児童、生徒がいのちと向き合う良い機会になるとともに、大会をご覧になっ

た同世代をはじめ、幅広い年代の方に興味を持っていただく機会になればと考えております。

（昨年の大阪駅での様子）

１．日時・会場
【日 時】平成26年１月19日（日）13:00～16:00（※いのちのリレー大会は15:00頃まで）
【会 場】京都駅前地下街ポルタ（ポルタプラザ）

２．内容
(1) いのちのリレー大会（参加無料）

小学生、中学生、高校生別のチーム(３人1組)で、心肺蘇生法による処置（傷病者を発見し
救急隊に引継ぐまで）をステージで披露していただきます。 ※要応募（下記参照）

(2) ＡＥＤの使用や心肺蘇生法の体験（参加無料）

救急隊員や応急手当普及員の資格を有するＪＲ西日本社員等の実技指導のもと、ＡＥＤ（自動
体外式除細動器）の操作や心肺蘇生法を体験できます。

(3) その他

消防、救急に関する普及啓発や京都橘大学救急救命研究会による救命処置のデモンストレー
ションを行います。

３．いのちのリレー大会の応募方法
京都市内の小学生、中学生、高校生別のチーム（３人１組）で事前にお申込みが必要です。
参加を希望される方は、申込み用紙（別紙）に①チーム名②代表者名・連絡先③出場者全員の氏名、
学校名、学年を記入のうえＦＡＸで当財団までお申込みください。
※一校から何名でもご応募いただけます。
（応募多数の場合は抽選。 申込締切：平成25年12月６日（金）17:00まで 参加は無料）

お問い合わせ：公益財団法人ＪＲ西日本あんしん社会財団事務局
TEL 06－6375－3202/FAX 06－6375－3229（平日10:00～17:00）

４．主催等
主催:公益財団法人ＪＲ西日本あんしん社会財団 西日本旅客鉄道株式会社
協力:京都市下京消防署 京都橘大学救急救命研究会

５．その他
公開のイベントですので、当日取材していただけます。取材をご希望の場合は、当日スタッフま
でお申し出ください。

《カーラーの救命曲線より》
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初期救護の必要性


